


報
告
書
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
２
０
０
９

年
度
報
告
書
を
出
版
す
る
に
あ
た
り
、
代
表
と
し
て
、

ひ
と
言
挨
拶
を
述
べ
る
。

　

２
０
０
９
年
度
は
、
東
ア
ジ
ア
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

会
議
を
東
京
と
上
海
で
２
回
開
く
こ
と
が
で
き
、
実
り

多
き
年
で
あ
っ
た
。
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
９
月
12
日

（
土
）、
13
日
（
日
）
に
開
か
れ
た
日
本
子
ど
も
学
会
の

学
術
集
会
で
あ
る
第
６
回
「
子
ど
も
学
会
議
」
の
前
日

に
、
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
４
回

会
議
が
開
か
れ
た
。
ま
た
、
５
月
に
上
海
で
開
か
れ
る

予
定
の
会
議
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め

延
期
と
な
り
、
11
月
２
日
（
月
）、
３
日
（
火
）
に
第

５
回
の
会
議
と
し
て
上
海
で
開
催
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
４
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
言
葉
の
発
達
と
脳
科

学
」
で
、
日
・
中
・
韓
の
言
葉
の
発
達
の
共
同
研
究
会

議
と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、
韓
国
の
研
究
者
も

初
め
て
参
加
し
、正
に「
東
ア
ジ
ア
」の
会
議
と
な
っ
た
。

　

第
５
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
情
動
の
子
ど
も
学
」

と
い
う
興
味
深
い
も
の
で
あ
り
、反
響
も
よ
か
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
、
従
来
通
り
の
日
・
中
の
研
究
者
の
み
に

よ
る
会
議
と
な
っ
た
。今
後
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

韓
国
側
に
も
参
加
を
続
け
て
頂
き
、正
に
「
東
ア
ジ
ア
」

と
し
て
発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

"Children at risk, w
henever and w

herever."  

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
中
国
も
、
韓

国
も
、
そ
し
て
日
本
も
、
現
在
子
ど
も
た
ち
の
当
面
す

る
問
題
の
中
心
は
心
理
・
行
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
要
因
は
単
一
で
は
な
く
、
社
会
的
な
要
因
も
加
わ
っ

て
複
合
的
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
子
ど
も
た
ち
の
問
題
の

中
心
が
、
感
染
症
や
栄
養
失
調
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
時
代
は
、
病
原
菌
あ
る
い
は
栄
養
素
と
い
う
単
一

の
原
因
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
は
起
こ
っ
て
い
た
が
、
現
在

の
問
題
は
そ
の
よ
う
に
単
純
に
割
り
切
れ
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、「
子
ど
も
学
」"Child Science." 

と
い
う
よ

う
な
学
際
的
な
立
場
、
包
括
的
な
立
場
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
第
４
回
の
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
会
議
が
、
第
６
回
「
子
ど
も
学
会
議
」
の
前
日
に

開
か
れ
た
こ
と
は
、
外
国
か
ら
お
い
で
に
な
っ
た
方
々

に
、
私
た
ち
の
や
っ
て
い
る
「
子
ど
も
学
」
と
い
う
も

の
を
考
え
て
い
た
だ
け
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
ア
ジ

ア
の
そ
れ
ぞ
れ
文
化
の
異
な
る
国
々
の
研
究
者
が
、
学

際
的
、
包
括
的
な
「
子
ど
も
学
」
の
立
場
で
、
問
題
解

決
に
必
要
な
情
報
を
交
換
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
る
場

で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
が
、
そ
の
情
報
提
供
の
役
を
少

し
で
も
果
た
せ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

K
obayashi N

oboru

●
医
学
博
士
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
。
国
立
小
児
病
院
名
誉
院

長
。
１
９
２
７
年
東
京
生
ま
れ
。
１
９
５
４
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。
国
際
小
児

科
学
会
会
長
、
国
立
小
児
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
初
代
セ
ン
タ
ー
長
、
国
立
小
児
病
院

院
長
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
・
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
（http://w

w
w

.
crn.or.jp

）
所
長
、
ベ
ネ
ッ
セ
次
世
代
育
成
研
究
所
所
長
、
子
ど
も
の
虹
情
報
研
修
セ

ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
、
日
本
子
ど
も
学
会
代
表
な
ど
を
務
め
る
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
創
設
者
、
日
本
代
表
　

小
林 

登
（
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本
代
表
、
Ｃ
Ｒ
Ｎ
所
長
）
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東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
２
０
０
９

年
度
も
日
本
と
中
国
で
２
回
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

誠
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
京
大

学
名
誉
教
授
で
あ
り
、
日
本
国
立
小
児
病
院
名
誉
院

長
、
Ｃ
Ｒ
Ｎ
所
長
で
も
あ
る
著
名
な
小
児
科
医
の
小
林

登
先
生
の
主
導
で
創
設
さ
れ
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
日

本
国
大
使
館
、
日
本
子
ど
も
学
会
、
日
本
赤
ち
ゃ
ん
学

会
、
異
文
化
比
較
学
会
、
日
中
教
育
交
流
会
議
等
の
協

賛
を
受
け
、
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
主
旨
は
、
育
児
、
保
育
、
幼
児
教
育
等
に
関
わ

る
仕
事
と
研
究
に
従
事
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
各
国
の
大

学
と
大
学
教
授
の
相
互
訪
問
や
交
換
講
義
を
通
じ
て

“
子
ど
も
学
”
の
普
及
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
現
し
、

子
ど
も
に
関
す
る
各
種
の
問
題
を
解
決
し
、
子
ど
も
の

生
活
環
境
を
改
善
し
て
、
す
ば
ら
し
い
未
来
を
創
る
た

め
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
国
側
責
任
者
を
拝
命
し
ま
し
た
こ
と
を
誠
に

光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、小
林
登
先
生
が
提
唱
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る“
子

ど
も
学
”
の
主
張
に
心
よ
り
賛
同
い
た
し
ま
す
。
小
林

登
先
生
と
の
数
多
い
交
流
お
よ
び
、
５
回
の
東
ア
ジ
ア

子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
を
含
む
、
さ
ま
ざ
ま

な
学
術
活
動
へ
参
加
す
る
中
で
、
医
学
、
小
児
科
学
、

脳
科
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
、
人
類
学
、
法

律
学
、
工
学
、
建
築
学
等
の
自
然
科
学
・
社
会
科
学
・

人
文
科
学
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
は
じ
め
て
、
子
ど

も
が
直
面
す
る
各
種
の
問
題
を
総
合
的
に
探
求
し
、
解

決
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
、
深
く
会
得
致
し
ま
し
た
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
を
組

織
し
、
そ
れ
に
参
加
す
る
過
程
に
お
い
て
、
中
日
両
国

の
、
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
術
分
野
の
専
門

家
が
一
堂
に
会
し
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
相
互
に
協

議
す
る
と
い
う
光
景
を
目
に
い
た
し
ま
し
た
。
両
国

ト
ッ
プ
の
専
門
家
が
学
術
的
な
相
互
の
働
き
か
け
に
よ

り
新
し
い
思
考
を
ほ
と
ば
し
ら
せ
、
新
た
な
戦
略
と
方

策
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は

肌
で
感
じ
、
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
。

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
れ
ま
で

の
５
回
の
活
動
で
は
、「
子
ど
も
学
の
意
味
」「
異
文
化

の
比
較
研
究
」「
子
ど
も
に
や
さ
し
い
〝
チ
ャ
イ
ル
ド

ケ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ザ
イ
ン
〟
を
」「
言
葉
の
発
達
と
脳

科
学
」
お
よ
び
「
情
動
の
子
ど
も
学
」
の
テ
ー
マ
が
議

題
と
な
り
ま
し
た
。
中
日
両
国
の
子
ど
も
研
究
に
関
す

る
理
論
と
実
践
に
携
わ
る
者
に
よ
る
熱
い
討
論
は
、
学

術
的
発
展
を
促
進
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
中
日
両
国
の

交
流
と
友
情
を
増
進
さ
せ
ま
し
た
。

　

私
は
、
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
総
括
し
た
上
に
、
さ
ら
に
大
き
い
収

穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
切
に
望
ん
で
お
り
ま

す
。
我
々
が
力
を
合
わ
せ
て
協
力
し
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
る
こ
と
な
く
、
絶
え
間
な
く
努
力
す
れ
ば
、
我
々
は

き
っ
と
今
よ
り
も
い
っ
そ
う
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
、
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

中
国
代
表
　

朱 

家
雄
（
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
国
代
表
、
華
東
師
範
大
学
教
授
）

Zhu Jiaxiong

●
華
東
師
範
大
学
教
授
。
学
前
教
育
研
究
所
所
長
。
中
国
学
前
教
育
研
究
会
副
理
事
長
。
上
海
市
幼
児
教

育
研
究
会
副
会
長
兼
秘
書
長
。
中
国
教
育
部
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る「
学
前
教
育
学
科
養
成
目
標
・
基
準
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
研
究
お
よ
び
実
践
」、「
幼
児
教
育
改
革
実
験
研
究
」
な
ど
を
担
当
す
る
。

報
告
書
刊
行
に
あ
た
っ
て
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理
学
博
士
。
株
式
会
社
日

立
製
作
所
役
員
待
遇
フ
ェ

ロ
ー
、
独
立
行
政
法
人
科
学

技
術
振
興
機
構
社
会
技
術
研

究
開
発
セ
ン
タ
ー
「
脳
科

学
と
社
会
」
研
究
開
発
領
域

総
括
。
専
門
は
分
析
科
学
・

応
用
脳
科
学
・
環
境
科
学
。

１
９
７
１
年
東
京
大
学
教
養

学
部
基
礎
科
学
科
卒
業
。
日

立
製
作
所
基
礎
研
究
所
所

長
、
同
研
究
開
発
本
部
技
師

長
を
経
て
、
２
０
０
４
年
か

ら
現
職
。

教
育
学
博
士
。
華
東
師
範
大

学
副
教
授
。
専
門
は
教
師
教

育
、
子
ど
も
の
発
達
・
教

育
基
本
理
論
、
比
較
教
育
。

１
９
７
３
年
生
ま
れ
、
北
京

師
範
大
学
教
育
学
院
で
博
士

号
取
得
。
中
国
福
利
会
幼
稚

園
の
勤
務
を
経
て
現
職
。

華
東
師
範
大
学
副
教
授
。
専

門
は
就
学
前
の
子
ど
も
の
言

語
教
育
、
０

－
３
才
児
の
発

達
と
教
育
、
就
学
前
の
子
ど

も
の
社
会
教
育
な
ど
。
中
国

学
前
教
育
研
究
会
幼
稚
園
課

程
お
よ
び
教
学
専
業
委
員
会

委
員
、
国
家
教
育
科
学
「
第

10
次
五
カ
年
計
画
」
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
０

－

３
歳
児
の

早
期
ケ
ア
と
発
達
」
専
門
家

メ
ン
バ
ー
。

学
術
博
士
。
第
20
期
日
本
学

術
会
議
会
員
。
お
茶
の
水

女
子
大
学
教
授
。
専
門
分
野

は
発
達
心
理
学
・
認
知
心
理

学
。
１
９
４
６
年
群
馬
県
生

ま
れ
。
１
９
６
８
年
お
茶
の

水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
卒

業
、
１
９
７
０
年
同
大
大
学

院
人
文
科
学
研
究
科
修
了
。

１
９
９
８
年
同
大
学
大
学
院

人
間
文
化
研
究
科
教
授
。
日

本
発
達
心
理
学
会
常
任
理

事
、
日
本
教
育
心
理
学
会
常

任
理
事
。

教
育
学
博
士
。
梨
花
女
子
大

学
教
授
、
梨
花
女
子
大
学
付

属
・
梨
花
子
ど
も
研
究
院
院

長
。
梨
花
女
子
大
学
幼
児

教
育
学
科
を
卒
業
し
、
ア

メ
リ
カGeorge Peabody 

College For T
eachers

で

修
士
お
よ
び
博
士
学
位
を
取

得
。
韓
国
幼
児
教
育
学
会

会
長
、
世
界
幼
児
教
育
機

構
（O

M
EP

）
韓
国
会
長
を

歴
任
し
、
現
在
環
太
平
洋
幼

児
教
育
学
会
（PECERA

）

韓
国
会
長
を
務
め
る
。
幼
児

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
著
書

多
数
。

心
理
学
博
士
。
華
東
師
範
大

学
副
教
授
。
専
門
分
野
は
発

達
心
理
学
、
親
子
関
係
、
統

合
保
育
。
１
９
９
５
年
お

茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学

部
卒
業
、
１
９
９
８
年
東

京
大
学
大
学
院
教
育
学
修
士

号
、
２
０
０
３
年
中
国
華
東

師
範
大
学
心
理
学
博
士
学
位

取
得
。
２
０
０
４
年
、
米
国

A
rizona State U

niversity

客
員
研
究
員
と
し
て
乳
幼

児
の
情
緒
発
達
研
究
を
行
っ

た
。
２
０
０
６
年
５
月

－

２
０
０
７
年
３
月
、
国
際
交

流
基
金
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
、

名
古
屋
大
学
で
統
合
保
育
に

つ
い
て
研
究
し
た
。
現
在
、

華
東
師
範
大
学
就
学
前
教
育

学
部
心
理
研
究
室
主
任
。

小
泉
英
明

K
oizum

i H
ideaki

講

演
、

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

に

出

席

さ

れ

た

先

生

方

姜 

勇

Jiang Y
ong

張 

明
紅

Zhang M
inghong

内
田
伸
子

U
chida N

obuko

李 

基
淑

Lee K
i Sook

周 

念
麗

Zhou N
ianli

（
発
表
順
）
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医
学
博
士
。
お
茶
の
水
女
子

大
学
教
授
。
日
本
子
ど
も
学

会
副
代
表
。
専
門
は
小
児
神

経
学
、
発
達
神
経
学
、
特
に

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
な
ど
の

発
達
障
害
の
臨
床
と
脳
科

学
。
１
９
５
１
年
東
京
生
ま

れ
。
１
９
７
６
年
東
京
大
学

医
学
部
卒
業
。
東
京
大
学
小

児
科
講
師
を
経
て
、
現
職
。

工
学
博
士
。
岡
山
県
立
大

学
情
報
工
学
部
情
報
シ
ス

テ
ム
工
学
科
教
授
、
情
報

工
学
部
部
長
・
研
究
科
長
。

１
９
８
３
年
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
産
業
機
械

工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
、

工
学
博
士
。
山
形
大
学
工
学

部
情
報
工
学
科
助
手
、
同

大
学
専
任
講
師
、
助
教
授
、

１
９
９
２

－

１
９
９
３
年
米

国
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
客
員
研
究

員
、
１
９
９
３
年
岡
山
県
立

大
学
情
報
工
学
部
情
報
シ
ス

テ
ム
工
学
科
教
授
を
経
て
、

現
職
。

教
育
学
博
士
。
早
稲
田
大
学

教
授
。
子
ど
も
と
お
金
研
究

会
代
表
。
日
本
質
的
心
理
学

会
理
事･

編
集
委
員
。
法
と

心
理
学
会
常
任
理
事
・
編
集

委
員
長
。
１
９
５
９
年
青
森

県
生
ま
れ
。
呉
服
屋
の
丁
稚

を
経
て
京
都
大
学
文
学
部
・

同
大
学
院
で
心
理
学
専
攻
。

奈
良
女
子
大
学
在
職
時
に
文

部
省
長
期
在
外
研
究
員
と
し

て
北
京
師
範
大
学
に
滞
在
。

中
国
福
利
会
国
際
和
平
婦
幼

保
健
院
主
任
医
師
、
上
海
第

二
医
科
大
学
教
授
。
中
華
周

産
期
学
会
全
国
委
員
、
上
海

周
産
期
学
会
顧
問
、
上
海

小
児
科
学
会
新
生
児
学
顧

問
。
専
門
分
野
は
周
産
期
保

健
、
優
生
優
育
指
導
、
乳
幼

児
健
康
教
育
。
１
９
６
７
年

上
海
第
二
医
科
大
学
を
卒
業

し
、
臨
床
医
学
に
長
年
従

事
。
１
９
８
０
年
か
ら
新
生

児
・
周
産
期
保
健
優
生
優
育

諮
問
に
従
事
。
１
９
８
９

－

１
９
９
０
年
、
日
本
北
里
大

学
病
院
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
研
修

し
、
第
１
回
国
際
周
産
期
学

会
に
出
席
。

華
東
師
範
大
学
就
学
前
教
育

学
部
部
長
、
中
国
就
学
前
研

究
会
理
事
、
遊
び
と
お
も

ち
ゃ
専
門
委
員
会
主
任
、
中

国
陶
行
知
研
究
会
就
学
前
専

門
委
員
会
主
任
。
専
門
分
野

は
就
学
前
基
本
理
論
、
０
～

３
歳
児
の
早
期
教
育
指
導
、

就
学
前
の
子
ど
も
の
遊
び
。

担
当
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
：
幼
稚
園
の
遊
び
に
関
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
、

教
師
が
提
供
す
る
素
材
と
幼

児
の
遊
び
行
動
と
の
相
関
関

係
研
究
、
０
～
３
歳
児
の
早

期
ケ
ア
と
発
達
に
関
す
る
研

究
、
幼
稚
園
教
材
研
究
制
度

の
研
究
な
ど
。

医
学
博
士
。
国
立
成
育
医
療
セ

ン
タ
ー
研
究
所
成
育
社
会
医

学
研
究
部
部
長
。
１
９
７
２

年
、
日
本
女
子
大
学
家
政
理

学
科
卒
業
。
東
京
医
科
歯
科

大
学
人
類
遺
伝
学
教
室
助

手
、
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学
遺

伝
学
セ
ン
タ
ー
研
究
員
を
経

て
、
１
９
８
７
年
よ
り
現
研

究
所
（
旧
国
立
小
児
病
院
小

児
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に

て
、
環
境
と
遺
伝
の
両
面
か

ら
小
児
の
健
康
・
発
達
を
研

究
。
特
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
影

響
、
児
童
虐
待
、
小
児
が
ん
、

遺
伝
性
腫
瘍
な
ど
。
日
本
小

児
科
学
会
子
ど
も
の
生
活
環

境
改
善
委
員
会
委
員
。
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00�

巻
頭
言

講
演
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

第
１
章
●　

言
葉
の
発
達
と
脳
科
学　
～
東
ア
ジ
ア
で
の
研
究
と
実
践
～
（
日
本
・
東
京
に
て
）

① 

外
国
語
と
し
て
の
第
２
言
語
の
習
得
と
脳
科
学
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

小
泉
英
明

② 

“
早
期
閲
読
”
を
基
盤
に
、
幼
稚
園
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て —

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

朱 

家
雄

③ 

上
海
市
幼
稚
園
教
諭
の
文
化
的
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 

姜 

勇

④ 

中
国
の
幼
稚
園
に
お
け
る
“
早
期
閲
読
”
の
デ
ザ
イ
ン
と
実
施
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

張 

明
紅

⑤ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
幼
児
の
リ
テ
ラ
シ
ー
習
得
に
及
ぼ
す
社
会
文
化
的
要
因
の
影
響
～
日
・
韓
・
中
比
較
～

⑥ 

質
疑
応
答

第
２
章
●　

情
動
の
子
ど
も
学
（
中
国
・
上
海
に
て
）

① 

何
故
人
間
は
心
を
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
脳
の
三
位
一
体
学
説
か
ら
情
動
の
役
割
を
考
え
る
　

—
—

—
—

—
—

 

小
林 

登 

② 

中
国
に
お
け
る
幼
児
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
の
実
践
と
研
究
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 

朱 

家
雄 

③ 

人
を
引
き
込
む
身
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

渡
辺
富
夫

④ 

所
有
に
関
す
る
行
動
の
日
中
文
化
比
較
：
子
ど
も
は
い
つ
「
中
国
人
」
に
な
る
の
か
？
　

—
—

—
—

—
—

—
—

 

山
本
登
志
哉

⑤ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
研
究
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

 

沈 

月
華

⑥ 

親
の
期
待
と
幼
児
の
発
達
に
つ
い
て
─
中
国
11
都
市
３
０
０
０
名
の
幼
児
の
調
査
結
果
　

—
—

—
—

—
—

—
—

 

周 

念
麗

⑦ 

教
育
的
視
野
の
中
の
子
ど
も
の
遊
戯
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

華 

愛
華

⑧ 

赤
ち
ゃ
ん
は
ヒ
ト
に
興
味
を
も
つ

－

赤
ち
ゃ
ん
の
対
テ
レ
ビ
行
動
の
解
析
よ
り
　

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
 

谷
村
雅
子

⑨ 

日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
展
示
会
の
紹
介

⑩ 

会
場
の
声

※
付
録
：「
子
ど
も
学
」
関
連
語
一
覧
（
日
・
中
・
英
対
照
）
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